






同一製品でも生産ロットが異なると、常備色・調色品共に色が異なる場合があります。特に、材
料追加注文などで異なるロットの製品を塗り継ぎした場合、仕上りに支障をきたす可能性があ
りますので、施工の際は、同一ロット、同一方法で、見切りの良いところまで仕上げてください。










